
生
命
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー

誕
生
の
経
緯

〝
生
命
保
険
に
関
す
る
各
種
の
調
査
・

研
究
お
よ
び
情
報
の
提
供
活
動
を
通
じ
て
、

生
命
保
険
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
り
、

生
命
保
険
制
度
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

機
関
〟
と
し
て
、
生
命
保
険
文
化
セ
ン

タ
ー
が
発
足
し
た
の
は
、
昭
和
51

年
１

月
５
日
で
あ
る
。

生
命
保
険
は
、
国
民
の
生
活
に
深
く
か

か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
公
衆
の
生
命
保
険

に
対
す
る
意
向
や
意
識
を
的
確
に
把
握
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
適
切
な
情
報
を
提
供
し
て
、

正
確
な
知
識
の
普
及
を
推
進
し
、
公
衆
の

理
解
と
信
用
を
得
る
こ
と
は
、
生
命
保
険

事
業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
そ
こ
で
、
公
衆
と
生
命
保
険
業

界
と
の
間
に
た
ち
、
両
者
の
ツ
ー
ウ
ェ

イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
相
互

理
解
を
図
る
組
織
的
な
機
関
が
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
関
創
設
の
必
要
性
は
、
生

命
保
険
業
界
で
早
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
お

り
、
す
で
に
戦
前
、
昭
和
9

年
に
は
、

業
界
内
の
自
主
的
な
提
案
に
よ
っ
て
生
命

保
険
研
究
所
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
同
研
究
所
は
、
周
囲
の
環
境
や
そ
の

後
の
戦
争
の
た
め
、
本
格
的
な
事
業
を
開

始
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

戦
後
に
な
り
、
昭
和
31

年
、
日
本
生

産
性
本
部
の
主
催
で
渡
米
し
た
、
生
命
保

険
事
業
視
察
団
の
帰
国
報
告
書
の
中
に
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｌ
Ｉ
（
生
命
保
険
研
究
所
、

後
に
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
に
吸
収
）
に
な
ら
っ
た
Ｐ

Ｒ
活
動
専
門
の
常
設
機
関
設
置
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、

こ
う
し
た
、
数
十
年
に
わ
た
る
生
命
保
険

業
界
の
構
想
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
設
立
の
構
想

が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
始
め
た
の
は
、
昭

和
49

年
。
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
の
中

で
、
生
命
保
険
に
関
す
る
正
確
な
知
識
普

及
の
た
め
の
、
積
極
的
な
情
報
提
供
活
動

の
必
要
性
が
、
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
昭
和
50

年
に
は
、
保
険
審
議

会
に
お
い
て
、
「
消
費
者
に
対
す
る
情
報

提
供
の
促
進
を
目
的
と
し
た
新
機
関
の
設

立
」
を
期
待
す
る
旨
が
含
ま
れ
た
答
申
が

だ
さ
れ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
積
年
の
懸
念
と
な
っ

て
い
た
〝
調
査
・
研
究
・
情
報
提
供
活
動

の
た
め
の
新
機
関
設
立
〟
が
、
業
界
団
体

で
あ
る
生
命
保
険
協
会
の
公
共
関
係
委
員

会
を
中
心
に
、
一
挙
に
実
現
に
向
け
て
動

き
だ
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
昭
和
50

年
8

月
に
は
、
設
立
準
備
委
員
会
が
生

命
保
険
協
会
内
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て

12

月
、
設
立
発
起
人
総
会
で
設
立
が
決

定
と
な
り
、
た
だ
ち
に
大
蔵
大
臣
に
申
請

が
行
わ
れ
た
。
翌
51

年
１
月
、
大
蔵
大

臣
の
許
可
に
よ
っ
て
、
生
命
保
険
文
化
セ

ン
タ
ー
は
、
財
団
法
人
と
し
て
そ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

積
年
の
構
想
の
結
実
と
し
て

公
正
な
立
場
と
長
期
的
視
野
の
も
と
に

誕
生
の
経
緯
を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、

生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
生
命
保
険

業
界
と
公
衆
と
の
間
に
立
ち
、
社
会
・
公

衆
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
は
、
生
命
保
険

事
業
の
健
全
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
、
と

い
う
基
本
的
な
考
え
の
も
と
に
発
足
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
役
割
は
、
社

会
環
境
の
変
化
を
読
み
取
り
、
公
衆
の
生

命
保
険
に
対
す
る
意
向
・
意
識
を
探
る
と

同
時
に
、
生
命
保
険
に
関
す
る
的
確
な
情

報
を
伝
え
て
、
主
体
的
な
選
択
を
促
す
と

こ
ろ
に
あ
る
。
大
き
な
視
野
を
も
っ
て
社

会
環
境
を
な
が
め
、
長
期
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
く
機
関
と
い
え
よ
う
。
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